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約1億4千600万円

約8千700万円

目標21億円

約2億600万円

地域おこし協力隊
30人に

市の情報発信等に

ふるさと納税
アップへ

中学校体育館に
エアコン設置

　現行６人に加え、地域おこし協力隊員を新たに24人募
集する予算が計上され、可決した。

　地域おこし協力隊の増員による効果は。
　人口減少・少子高齢化による過疎化や地域の担い手
不足といった課題解決を目指す。

　任期を終える邑久高校への協力隊は新たに採用する
のか。

　学校の要望もあり、次の隊員を募集する予定である。

　効果的な市の情報発信などを行うためのシティプロ
モーター事業委託とプロモーション業務委託の予算が計
上され、可決した。

　どのような目的で実施するのか。
　SNSによる移住、定住、観光等市の魅力の情報発信
を今まで以上に力を入れるためである。「せとうち
ファンクラブ」の運営や動画作成、広告プロモーショ
ンを行い、SNSによる情報発信・WEBサイト制作
を実施する予定である。

　ふるさと納税の目標を21億円とし、市として力を入れ
る関連予算が計上され、可決した。

　目標21億円の具体的な見込みはあるのか。
　寄附金額のため確実な見込みはないが、中間事業者の
選定や返礼品事業者への説明会・訪問を通じ、魅力
ある返礼品開拓と効果的なPRで達成を見込んでいる。

　３中学校の体育館にエアコンを設置する予算が計上さ
れ、可決した。

　工事のスケジュールと、体育館が使えない状況が想
定されるが、授業に影響はでないのか。

　令和８年度の上半期で発注を行い、下半期で設計施
工をしていく。令和９年２月末完成を目指す。

	 　断熱工事は後にし、エアコンの設置のみを行う予
定としている。体育館が使用できない日数は１週間
を見込んでいる。

	 　学校行事に影響が出ないように調整する。
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　現在、国から妊娠のための給付金
として10万円が支給されているが、
本市独自で出産・子育て応援給付金
制度を創設し、新生児１人につき
10万円を支給する予算が計上され、
可決した。

　どのような目的と内容なのか。
　子育てに伴う経済的負担の軽
減を図る目的で行う。令和８年４月１日以降に出産する保護者に対し、
支給する。令和８年度は210人を見込んでいる。

約6千600万円

約3千500万円

1千万円

高規格救急車等に

2千100万円

妊娠・出産期の支援
市が10万円上乗せ

第2子保育料
無償化に

遊び環境
整備助成事業に

　老朽化した長船分駐署の高規格救急車や救助資機材を
整備するための予算が計上され、可決した。

　どのような整備をするのか。
　救急車は、来年３月に納入予定である。現在４台だ
が、市内の救急車が５台になる。除細動器（AED）
なども更新する。

　物価高騰の影響を受ける子育て世帯の支援策として、
国・県制度の保育料無償化に上乗せし、市独自で０～
２歳児の第2子の保育料を無償化する、予算が計上され、
可決した。

　詳細は。
　国の制度として３～５歳児は無償、県の制度は第３
子の０～２歳児は無償、本市では独自に第２子の０
～２歳児を無償対象とする。

　事業者が市内に所有する遊休地や空き店舗等に、子ど
もたちを中心に人が集う遊び場を整備する場合、補助金
を交付する予算が計上され、可決した。

　内容は。
　事業費２千万円の上限で２分の１補助の１千万円を
考えている。雨天や猛暑でも利用でき、常設、面積
が100㎡以上、子どもの安全に配慮した遊具やおも
ちゃ類がある環境の整備に補助金（１/２補助、上限
１千万円）を交付する。

子育て子育て

福祉福祉

2 月定例会

教育教育
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4

約1千400万円

約4千400万円

約220万円

約2千500万円

観光定期バス
運行事業新設

黒井山
グリーンパーク
リニューアル

新たな産業団地
調査に

水道漏水調査に
ＡＩ導入

　観光客増をねらい観光定期バスを試験運行するための
予算が計上され、可決した。

　観光定期バス事業の収入見込みは。
　令和８年８月頃からJR長船駅～備前長船刀剣博物館
～日本一のだがし売場などを結ぶ観光定期バスを土
日祝に運行する。１日約30人、のべ約2,400人の利
用を想定している。収入としては、運賃収入約240
万円と、民間企業等から約500万円の宣伝広告料収
入を見込んでいる。

　観光客を呼び込む新たな魅力づくりのため、黒井山グ
リーンパークの施設を改修する予算が計上され、可決した。

　事業予算の内訳は。
　ゆうゆう交流館に軽食機能（パン・カフェ）を整備
する。具体的にカフェの厨房機器や内装整備費、パ
ン焼き機などの設備費で機能強化を実施する。また、
老朽化対策で空調設備や電気設備更新等を行う。

　新たな企業誘致を進めていくため、産業団地の適地調
査をするのため業務委託の予算が計上され、可決した。

　どのような調査をするのか。また、いつまでに決定
するのか。

　市内全域を対象に適地調査をし、その後候補地を
絞っていく。企業と、候補地の選定は同時に進めて
いきたい。令和９年度中に次期産業団地を決定する
予定である。

　ＡＩによる水道管路の劣化診断を行うことにより、漏
水箇所の早期発見、予防保全をする予算が計上され、可
決した。

　委託料は倍になる。何をもってコスト削減か。
　ＡＩ劣化診断により、調査区間を絞り減らすことが
出来れば、数年間でコストが回収出来る。

	 　まずはしっかり、２年間検証する。

観光観光

産業産業

水道水道
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市
内
に
住
所
が
あ
る
満
百
歳
に

達
す
る
方
へ
の
長
寿
者
褒
賞
金
を
、

現
金
３
万
円
か
ら
現
金
１
万
円
と

記
念
品
に
改
正
す
る
条
例
改
正
案

が
上
程
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
。改

正
の
理
由
は
。

今
後
、
対
象
者
が
増
え
て
い

く
見
込
み
が
あ
り
、
長
期
的

に
維
持
し
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

褒
賞
金
を
１
万
円
と
記
念
品

に
し
た
理
由
は
。

他
市
の
状
況
か
ら
判
断
し
た
。

実
績
と
今
後
の
見
込
み
は
。

Ｒ
６
・
７
年
度
は
21
人
だ
っ

た
。
Ｒ
８
年
度
41
人
、
Ｒ
９

年
度
50
人
、
Ｒ
10
年
度
69
人
の
見

込
み
で
あ
る
。

問問問 答答答

長
寿
者
褒
賞
金
を
変
更

　〈
討
　論
〉

　
対
象
者
が
増
え
る
の
で
減
額
す
る

と
い
う
の
は
事
務
的
だ
。
本
市
の
長

寿
者
が
増
え
る
の
は
お
め
で
た
い
事

で
あ
り
、
今
ま
で
通
り
の
予
算
を
付

け
る
べ
き
で
あ
る
。
本
市
は
「
人
が

集
い
、
手
取
り
が
増
え
る
ま
ち
」
の

方
針
で
あ
る
の
に
減
額
す
る
と
は
、

長
寿
祝
い
の
価
値
を
下
げ
る
印
象
を

与
え
か
ね
な
い
。

　
こ
の
制
度
の
本
質
は
「
市
長
が
自

ら
足
を
運
び
、
直
接
対
話
を
通
じ
て

敬
意
を
伝
え
る
」
と
い
う
行
為
で
あ

る
。
１
万
円
と
い
う
象
徴
的
な
お
祝

い
金
に
、
心
の
こ
も
っ
た
訪
問
を
添

え
る
こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
ま
で
制

度
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。「
祝
う
心
」
は
金
額
に
比
例
す

る
も
の
で
は
な
い
。

賛
成

反
対

　
国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
の
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
国
民
の
支
援
に
、「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
を
創
設
し
、
用
途
は
市
に
任
さ
れ
た
。

　
本
市
は
、
市
民
へ
の
還
元
額
を
最
大
化
す
る
た
め
、
事
務
コ

ス
ト
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
円
の「
水
道
基
本
料
金
の
減
免
」を
選
択
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
の
2
か
月
分
に
加
え
、
令
和
8

年
度
の
12
か
月
分
を
減
免
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

　
１
世
帯
に
１
万
円
分
だ
け
に
削
減
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ

た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
、
原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
。

　〈
討
　論
〉

　
１
世
帯
１
人
で
も
１
世
帯

６
人
で
も
同
じ
額
と
い
う
の

は
公
平
と
は
い
え
な
い
。
一

人
３
千
円
で
あ
ろ
う
と
も
、

一
人
ひ
と
り
の
お
金
は
配
る

べ
き
だ
。
岡
山
市
や
倉
敷
市

及
び
総
社
市
の
よ
う
に
、
あ

り
が
た
み
が
感
じ
ら
れ
る
配

り
方
で
あ
る
べ
き
だ
。

　
今
回
提
案
さ
れ
た
修
正
案

は
、
水
道
事
業
会
計
と
連
動

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

水
道
事
業
会
計
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。

　
著
し
く
整
合
性
を
欠
い
て

い
る
の
で
、
修
正
案
に
は
反

対
で
あ
る
。

令和 8 年度も水道基本料金  無料に

賛
成

反
対
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2 月定例会
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議　案　名

議
決
年
月
日

採
決
結
果

日本共産党
瀬戸内
市議団

かなえの会 明るい明日を
つくる会

公明党
瀬戸内
市議団

瀬戸内
市民の会 無所属

賛
　
　成

反
　
　対

島
津
　幸
枝

増
田
　貴
之

秦
井
　誠
司

成
本
　
　崇

嶌
原
　
　舞

谷
　
　美
香

日
下
　俊
子

厚
東
　晃
央

小
谷
　和
志

原
田
　
　茂

河
本
　裕
志

川
勝
　浩
子

小
野
田
　光

原
野
　健
一

木
下
　公
文

石
原
　芳
高

相
澤
　忠
明

葊
野
真
智
子

発議
第１号

議案第14号令和７年度瀬戸内市一般
会計補正予算（第７号）に対する附帯
決議

R8.2.27 否決 ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ― ○ ○ ● ○ ● 7 10

議案
第4号

瀬戸内市国民健康保険税条例の一部を
改正することについて R8.3.16 原案

可決 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 15 2

議案
第9号

瀬戸内市長寿者褒賞金条例の一部を改
正することについて R8.3.16 原案

可決 ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ― ○ ○ ○ ● ● 9 8

議案
第24号

令和８年度瀬戸内市一般会計予算に対
する修正案について R8.3.16 否決 ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ― ● ● ● ● ● 4 13

令和８年度瀬戸内市一般会計予算 R8.3.16 原案
可決 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 15 2

議案
第25号

令和８年度瀬戸内市国民健康保険特別
会計予算 R8.3.16 原案

可決 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 15 2

○＝賛成　●＝反対　退＝退席　欠＝欠席　―＝議長職（議長は裁決に加わりません）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※他の議案については、全員賛成

令和8年第1回（2月）定例会　賛否の公表

　
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー

（
11
月
完
成
予
定
）
の
拠
点
施
設

整
備
及
び
管
理
運
営
事
業
予
算
が

計
上
さ
れ
可
決
し
た
。

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
？

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
開

設
に
向
け
、
令
和
８
年
度

は
施
設
の
建
設
の
ほ
か
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
点
検
や
清
掃
、
光
熱
費
な

ど
の
維
持
費
に
加
え
、
予
約
シ
ス

テ
ム
や
内
装
の
準
備
費
用
と
な
る
。

６
月
頃
に
管
理
運
営
業
者
を
決
定

し
、
年
間
の
委
託
料
は
約
３
千
６

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　〈
討
　論
〉

　
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー

は
市
民
の
要
望
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
安
全
性
や
計

画
の
妥
当
性
に
も
課
題
が
あ
る
。

整
備
費
や
管
理
運
営
費
等
財
政
負

担
が
大
き
い
た
め
、
関
連
予
算
の

削
除
を
求
め
る
。

問答

約1億9千600万円
地域ビジネス支援センター（仮称）始動へ

反
対

　
約
６
千
５
０
０
人
が
加
入
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
と
、
国
民
健

康
保
険
予
算
が
計
上
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
。

 

改
正
し
た
理
由
と
改
正
内
容
は
。

国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化
と
持

続
可
能
な
安
定
的
な
運
営
の
た
め
で

あ
る
。
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
の
算

出
基
礎
と
な
る
所
得
割
、
均
等
割
及
び
平

等
割
の
税
率
に
つ
い
て
改
正
す
る
。

　〈
討
　論
〉

　
国
民
健
康
保
険
は
加
入
世
帯
の
半
数
以

上
が
無
職
か
低
所
得
者
で
あ
る
。

　
市
は
基
金
を
取
り
崩
し
て
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
る
な
ど
の
対
策
で
、
今
回
の

保
険
税
率
の
改
正
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
物
価
高
で
暮
ら
し
が
大
変
な
時
の
引
き

上
げ
に
は
反
対
で
あ
る
。

国
保
税
改
正

問答
反
対

6

議案審議

議
案
審
議

代
表
質
問

個
人
質
問

人
事
案
件

議
会
報
告
会

原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります
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※「
寝
屋
川
モ
デ
ル
」と
は

　
い
じ
め
を
学
校
任
せ
だ
け
に
せ
ず
、
市
長
部
局
（
行
政
）

が
直
接
介
入
し
て
早
期
解
決
を
図
る
仕
組
み

　
岡
山
市
と
の
車
両
共
同

購
入
な
ど
、
連
携
は
重
要
。

備
前
市
の
船
を
活
用
し
た

航
路
開
発
な
ど
も
、
相
手

方
と
議
論
し
て
い
き
た
い
。

行
政
が
積
極
的
に
介

入
す
る
「
※
寝
屋
川

モ
デ
ル
」
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　
学
校
以
外
の
相
談
窓
口

や
第
三
者
的
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
早
期
解
決
の
有
効
な

手
段
に
な
り
得
る
。
他
自

治
体
の
事
例
を
調
査
研
究

し
た
い
。

　
い
じ
め
は
解
決
が
難
し

い
問
題
だ
が
、
専
門
チ
ー

ム
に
よ
る
客
観
的
な
解
決

体
制
は
素
晴
ら
し
い
取
組
。

瀬
戸
内
市
で
も
「
い
じ
め

ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

子
育
て
施
策
の
Ｐ
Ｒ

が
不
足
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　
同
感
で
あ
る
。
来
年
度

は
広
報
予
算
を
８
倍
に
増

や
し
、
他
市
に
負
け
な
い

手
厚
い
支
援
策
を
分
か
り

や
す
く
、
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
表
現
で
市
外
へ
も
発

信
し
て
い
く
。

バ
ス
停
か
ら
自
宅
ま

で
の
交
通
手
段
や
デ

マ
ン
ド
交
通
の
考
え
は
。

　
ま
ず
は
既
存
路
線
の

ル
ー
ト
見
直
し
や
バ
ス
停

増
設
、
タ
ク
シ
ー
助
成
の

活
用
で
利
便
性
を
高
め
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
や
自
動
運

転
も
選
択
肢
と
し
て
持
ち

つ
つ
、
地
域
に
最
適
な
形

を
模
索
し
続
け
る
。

他
市
町
村
（
備
前
市

な
ど
）
と
の
連
携
や
、

観
光
で
の
海
路
活
用
は
。

代　表　質　問
かなえの会　成 本 　 崇

村
山
副
市
長
を
迎
え

た
新
体
制
の
意
気
込

み
と
、
役
割
分
担
は
。

　
村
山
副
市
長
の
民
間
視

点
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
即

戦
力
と
し
て
活
か
し
た
い
。

市
長
は
「
対
外
的
な
営
業

や
方
針
策
定
」、
副
市
長

は
「
庁
内
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
組
織
間
連
携
」
を
担
い
、

施
策
を
迅
速
に
進
め
る
。

成
長
戦
略
部
を
中
心

と
し
た
機
構
改
革
の

狙
い
は
。

　
組
織
の
「
縦
割
り
」
を

打
破
し
、
移
住
・
定
住
、

企
業
誘
致
、
魅
力
発
信
な

ど
を
横
断
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
福
祉
と
子
育
て
の

専
門
性
を
高
め
る
再
編
も

行
い
、
市
民
が
希
望
を
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
。 問

問

代表質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

市
　
　
　長

市
　
　
　長

市
　
　
　長

市
　
　
　長

❶ 新年度の体制について
❷ 公共交通について

❸ いじめ対策について

問

問問問

市
　
　
　長

教
　育
　長

市
　
　
　長
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前
島
フ
ェ
リ
ー
の
減

便
を
増
便
へ
と
改
善

し
て
行
く
た
め
に
も
、
前

島
に
公
設
民
営
方
式
で
、

遊
具
等
の
充
実
し
た
大
き

な
公
園
を
造
り
、
島
の
活

性
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
公
設
民
営
方
式
に
よ
る

大
型
遊
具
な
ど
を
備
え
た

公
園
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

民
間
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
、
公
園
の
整
備

や
、
管
理
を
行
う
制
度
Ｐ

ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
及
び
、

令
和
８
年
度
に
新
設
予
定

の
遊
び
環
境
整
備
助
成
制

度
の
活
用
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。

　
島
民
の
皆
様
の
生
活
環

境
へ
の
影
響
を
十
分
に
配

慮
し
、
意
見
を
伺
い
、
引

き
続
き
観
光
資
源
や
自
然

環
境
の
活
用
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
検
討
し
て
行

く
。

こ
こ
ま
で
成
長
発
展

し
た
本
市
の
Ｊ
Ｒ
駅

付
近
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
が
１
軒
も
な
い
の
が
不

思
議
で
な
ら
な
い
。

　
民
宿
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
へ

の
支
援
と
あ
わ
せ
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
誘
致
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
企
業
の
立
地
が
集
中
し

て
い
る
Ｊ
Ｒ
駅
近
辺
に
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
整
備
さ

れ
た
な
ら
、
企
業
の
利
便

性
向
上
や
、
さ
ら
な
る
誘

致
の
可
能
性
が
広
が
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
ホ
テ
ル
を
含

め
企
業
進
出
を
促
進
す
る

た
め
に
、
各
種
補
助
金
制

度
等
を
用
意
し
て
き
た
。

　
今
後
さ
ら
な
る
魅
力
的

な
立
地
情
報
の
提
供
や
支

援
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
く
。

代　表　質　問
瀬戸内市民の会　原 野 健 一

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
の
邑

久
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
と
瀬
戸
内
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
間
に
市
道
南

北
線
を
接
続
す
る
新
し
い

イ
ン
タ
ー
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
市
道
南
北
線
と
ブ
ル
ー

ラ
イ
ン
を
接
続
し
た
場
合

の
将
来
交
通
量
の
推
計
を

算
出
し
た
結
果
、
本
市
中

心
部
に
お
け
る
交
通
分
散

が
期
待
で
き
る
と
分
か
っ

た
。

　
ま
た
第
２
宮
下
産
業
団

地
へ
の
企
業
誘
致
が
進
む

中
、
移
動
時
間
の
短
縮
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
物

流
の
円
滑
化
、
広
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
い
っ

た
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

　
昨
年
12
月
に
私
自
ら
県

の
土
木
部
長
に
も
、
そ
の

よ
う
な
要
望
を
行
っ
て
き

た
。 問

問

代表質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

市
　
　
　長

市
　
　
　長

市
　
　
　長

問

議
案
審
議

代
表
質
問

個
人
質
問

人
事
案
件

議
会
報
告
会
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重
度
の
障
害
の
あ
る

方
が
利
用
で
き
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
計
画
的

整
備
を
。

　
地
域
自
立
支
援
協
議
会

等
の
場
に
お
い
て
ニ
ー
ズ

把
握
に
努
め
て
い
る
。
障

害
の
あ
る
方
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
必
要
な
施
設
整
備

に
つ
い
て
事
業
所
等
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

介
護
保
険
の
住
宅
改

修
の
補
助
制
度
は
、

原
則
20
万
円
、
１
度
限
り

と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

資
材
の
高
騰
等
で
、
特
性

に
み
あ
っ
た
住
環
境
の
整

備
は
出
来
な
い
状
況
に
あ

る
と
聞
く
。
制
度
の
拡
充

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　　
現
在
の
財
政
状
況
で
は

制
度
の
拡
充
は
困
難
で
あ

る
。

子
ど
も
が
安
心
し
て

遊
べ
る
公
園
の
整
備

を
。

　
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
市
民
ニ
ー
ズ
が
高
い

と
認
識
し
て
い
る
。
既
存

公
園
の
有
効
活
用
や
都
市

公
園
を
計
画
的
に
配
置
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
既
存
公
園
を

見
え
る
化
す
る
目
的
で
公

園
マ
ッ
プ
の
作
成
の
検
討

を
す
す
め
て
い
る
。
ま
た
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
案
を
も
と
に
、
公
園
の

整
備
・
再
編
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

高
齢
化
が
進
む
地
域

で
は
、
水
路
や
あ
ぜ

道
等
の
維
持
管
理
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ

る
が
、
今
後
の
対
策
は
。

　
令
和
８
年
度
、
ラ
ジ
コ

ン
式
草
刈
り
機
の
貸
出
し

を
予
定
し
て
い
る
。

中
学
の
部
活
動
の
地

域
移
行
に
伴
う
予
算

措
置
は
。

　
国
の
財
政
支
援
制
度
を

最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、

保
護
者
の
皆
様
に
過
度
な

負
担
が
生
じ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
必
要
な
予
算
措

置
を
考
え
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
の

運
営
支
援
及
び
経
済
的
に

困
窮
す
る
世
帯
の
生
徒
に

対
す
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

の
参
加
費
等
の
支
援
を
想

定
し
て
い
る
。
　

国
民
健
康
保
険
税
の

改
定
で
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
か
。
物
価

高
騰
で
暮
ら
し
が
厳
し
い

中
で
国
保
税
が
増
額
す
れ

ば
生
活
が
大
変
に
な
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
で
国
保
税
引
き
上
げ
を

や
め
る
べ
き
で
は
。

　　
物
価
高
騰
の
影
響
で
、

例
え
ば
、
年
金
収
入
が
１

６
０
万
円
の
70
代
の
単
身

世
帯
で
あ
れ
ば
、
年
間
４

０
０
円
の
増
額
と
な
る
。

世
帯
構
成
に
よ
っ
て
は
減

額
に
な
る
世
帯
も
あ
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
は
制
度
上
困
難
で
あ
る
。

岡
山
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
提

案
し
て
い
る
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
改
定
案
の
影

響
は
。

　
年
額
１
万
８
千
円
程
度

の
増
額
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。 市 

民 

部 

長

市 

民 

部 

長

福 

祉 

部 

長

福 

祉 

部 

長

産
業
建
設
部
参
与

産
業
建
設
部
参
与

代　表　質　問
日本共産党瀬戸内市議団　島 津 幸 枝

問問

問

問

代表質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

問

問

問
教 

育 

次 

長

❶ 医療・介護・福祉について
❷ 住環境について

❸ 部活動の地域移行について
❹ 職員の働き方について
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か
り
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

外
か
ら
来
た
も
の
で
は
な

く
、
市
役
所
職
員
か
ら
副

市
長
に
も
う
一
人
就
任
い

た
だ
き
た
い
。

公
共
施
設
再
編
計
画
、

庁
舎
再
編
計
画
・
学

校
長
寿
命
化
計
画
・
Ｊ
Ｒ

駅
前
等
整
備
中
長
期
計

画
・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
（
案
）・
こ
ど
も

ひ
ろ
ば
基
本
計
画
・
地
域

自
治
組
織
の
あ
り
方
等
、

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
計

画
が
作
成
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
計
画
を
検

証
し
、
今
後
の
人
口
減
少

を
踏
ま
え
10
～
20
年
先
を

見
据
え
た
計
画
の
見
直
し

が
必
要
で
は
な
い
か
。
　

　
令
和
８
年
度
に
は
、
市

の
最
上
位
計
画
で
あ
る
総

合
計
画
の
見
直
し
を
予
定

し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
契
機
と
し
て
必

要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行

い
、
計
画
の
実
効
性
を
高

め
て
い
く
。

　
１
世
帯
の
水
道
の
基
本

料
金
の
減
免
は
、
確
か
に

有
難
い
こ
と
だ
が
、
１
世

帯
１
人
で
も
１
世
帯
６
人

で
も
同
じ
額
と
い
う
の
は

不
公
平
だ
。

　
本
市
の
平
均
世
帯
人
数

は
、
約
２
・
２
人
で
、
水

道
の
基
本
料
金
が
14
ヵ
月

減
免
さ
れ
る
の
は
、
１
人

世
帯
は
得
に
な
り
２
人
世

帯
は
と
ん
と
ん
、
３
人
以

上
の
世
帯
は
損
を
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
市
民
か
ら
は
、
ご
み
袋

の
値
上
げ
は
岡
山
市
を
真

似
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ

の
物
価
高
騰
交
付
金
も
岡

山
市
を
真
似
し
て
５
千
円

配
っ
て
欲
し
い
と
い
う
声

が
あ
る
。

　
国
が
示
し
た
重
点
支
援

地
方
交
付
金
の
使
途
は
、

あ
く
ま
で
例
示
と
し
て
記

載
さ
れ
た
も
の
で
、
自
治

体
は
国
の
下
請
で
は
な
い

の
で
、
各
自
治
体
で
適
切

な
判
断
を
し
て
い
く
。
ど

こ
か
を
参
考
に
す
る
こ
と

　
市
民
か
ら
は
、
個
人
の

３
千
円
は
、
配
っ
て
く
れ

な
い
の
か
、
よ
そ
は
５
千

円
配
っ
て
い
る
の
に
と
い

う
厳
し
い
声
を
日
々
聞
い

て
い
る
。
１
人
３
千
円
で

あ
ろ
う
と
も
、
一
人
ひ
と

り
に
も
ら
え
る
お
金
は
一

人
ひ
と
り
に
配
っ
て
欲
し

い
と
い
う
の
が
市
民
の
切

実
な
願
い
だ
。

も
あ
る
が
、
様
々
な
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
適
切

な
判
断
を
し
た
。

３
年
前
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
社
会
の
実
現

や
部
局
間
を
越
え
た
連
携

を
効
果
的
に
行
う
た
め
に

副
市
長
２
人
制
を
導
入
し
、

す
べ
て
の
施
策
を
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
視
点
で
点
検
す
る

と
と
も
に
、
生
活
実
感
を

施
策
に
反
映
す
る
た
め
、

副
市
長
に
女
性
を
登
用
し

た
。
し
か
し
、
副
市
長
直

轄
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進
室
も
、
瀬
戸
内
市
に
浸

透
し
、
当
初
の
役
目
を
果

た
し
た
と
い
う
事
か
、
今

年
か
ら
市
民
部
に
戻
っ
た
。

　
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
だ
け

若
い
し
っ
か
り
し
た
市

長
・
副
市
長
な
の
だ
か
ら
、

以
前
の
よ
う
に
副
市
長
１

人
体
制
で
も
良
い
の
で
は

な
い
か
。

　
市
の
こ
と
を
歴
史
も
含

め
て
深
く
理
解
し
た
形
で

議
論
で
き
る
体
制
を
し
っ

代　表　質　問
明るい明日をつくる会　日 下 俊 子

国
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー・

食
料
品
価
格
の
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
た
国

民
の
支
援
に
、「
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
を
創
設

し
た
。
１
世
帯
に
１
万
円
、

個
人
に
１
人
３
千
円
を
目

途
に
用
途
は
市
に
任
さ
れ

た
。 問

問

問

代表質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

市
　
　
　長

市
　
　
　長

総
合
政
策
部
長

物価高騰支援の水道基本料金対応表物価高騰支援の水道基本料金対応表

❶ 物価高騰対策について ❷ 市長の政治姿勢について
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５領域22能力についてのチェックテストで、
自分のICTリテラシーレベルをチェックしてみましょう！

取得管理 安全確保
他者・社会との
コラボ

作成編集 活用

データや
情報を検索・
管理する力

自分の身を
自分で守る力

デジタル
コンテンツを
作る力

デジタル技術
で困りごとを
解決する力

他者や社会と
関わる力

a b c d e

ICTリテラシー　チェックシートICTリテラシー　チェックシート

議
案
審
議

代
表
質
問

個
人
質
問

人
事
案
件

議
会
報
告
会
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認
校
に
つ
い
て
。

　
四
点
目
は
、
牛
窓
地
区

の
三
小
学
校
に
つ
い
て
。

（
令
和
８
年
度
に
、
保
護

者
・
地
域
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
予
定
）

　
以
上
四
点
を
基
本
に
、

最
善
の
学
び
の
場
を
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

学
校
外
教
育
バ
ウ

チ
ャ
ー
を
令
和
９
年

度
か
ら
中
学
生
を
対
象
に
、

月
額
３
千
円
／
人
給
付
す

る
予
定
だ
が
、
資
格
試
験

な
ど
に
活
用
で
き
な
い
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
家
庭
の

経
済
状
況
や
子
ど
も
た

ち
の
特
性
に
か
か
わ
ら
ず
、

多
様
な
学
び
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
る
。

　
資
格
試
験
を
実
施
す
る

協
会
等
が
、
事
業
者
と
し

て
登
録
す
る
か
ど
う
か
が
、

利
用
可
否
の
基
準
と
な
る
。

市
　
　
　長

守
る
た
め
に
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け

る
社
会
教
育
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

　　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
情
報
モ
ラ
ル
を
身

に
つ
け
、
自
律
的
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
で
き
る
能
力
を

養
う
こ
と
は
、
最
優
先
の

課
題
で
あ
る
。

　
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
、
発
達
段
階
に
応
じ
た

具
体
的
な
到
達
目
標
を
掲

げ
、
計
画
的
な
教
育
活
動

を
展
開
す
る
。

部
活
動
改
革
及
び
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
の
推

進
等
に
関
す
る
、
総
合
的

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ス

ポ
ー
ツ
庁
か
ら
示
さ
れ
た

が
、
考
え
は
。

　
部
活
動
改
革
が
求
め
ら

れ
て
い
る
背
景
に
は
、
急

速
な
少
子
化
の
進
展
に
よ

り
、
学
校
単
位
で
の
部
活

動
の
維
持
が
困
難
に
な
り

つ
つ
あ
る
現
状
が
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
将
来
的
に

活
動
の
機
会
を
保
障
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
る
と
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
令

和
８
年
度
か
ら
令
和
10
年

度
ま
で
を
前
期
と
し
て
、

部
活
動
の
地
域
展
開
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
令
和
10
年
度
か
ら
の
休

日
部
活
動
の
完
全
な
地
域

移
行
に
向
け
、
受
け
皿
と

な
る
地
域
ク
ラ
ブ
の
認
定

を
進
め
て
い
る
。

少
子
化
が
こ
の
ま
ま

進
む
と
、
幼
稚
園
・

小
学
校
の
廃
止
や
統
合
も

必
要
と
な
る
が
、
考
え
は
。

　
本
市
に
お
い
て
も
児
童

数
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な

い
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
望
ま
し
い
教
育
環
境
を

ど
う
維
持
し
て
い
く
か
は
、

極
め
て
重
要
な
責
務
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
一
点
目
は
、
学
校
再
編

の
基
本
方
針
。

　
二
点
目
は
、
幼
稚
園
の

役
割
と
今
後
の
在
り
方
。

　
三
点
目
は
、
小
規
模
特

近
年
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
に
よ
る
犯
罪
が
多
発
し

て
い
る
。
児
童
・
生
徒
を

教
　育
　長

教
　育
　長

教 

育 

次 

長

代　表　質　問
公明党瀬戸内市議団　河 本 裕 志

問

問

問

問

代表質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

❶ 市政について ❷ 教育行政について



議
案
審
議

代
表
質
問

個
人
質
問

人
事
案
件

議
会
報
告
会

個　人　質　問
個 人 質 問原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります
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木
下
公
文

木
下
公
文
（
　
ペ
ー
ジ
）

（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．
１
．鹿
忍
港
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
に
つ
い
て

鹿
忍
港
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
に
つ
い
て

２
．
２
．地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
に
つ
い
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
に
つ
い
て

３
．
３
．国
か
ら
の
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
に
つ
い
て

国
か
ら
の
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
に
つ
い
て

４
．
４
．安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

小
谷
和
志

小
谷
和
志
（
　
ペ
ー
ジ
）

（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．
１
．公
共
交
通
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
つ
い
て

２
．
２
．瀬
戸
内
市
立
美
術
館
に
つ
い
て

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
に
つ
い
て

３
．
３
．瀬
戸
内
市
民
病
院
に
つ
い
て

瀬
戸
内
市
民
病
院
に
つ
い
て

葊
野
真
智
子

葊
野
真
智
子
（
　
ペ
ー
ジ
）

（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．
１
．保
育
園
と
幼
稚
園
に
つ
い
て

保
育
園
と
幼
稚
園
に
つ
い
て

２
．
２
．瀬
戸
内
市
の
児
童
・
生
徒
の
国
際
交
流
に
つ
い
て

瀬
戸
内
市
の
児
童
・
生
徒
の
国
際
交
流
に
つ
い
て

３
．
３
．選
挙
に
つ
い
て

選
挙
に
つ
い
て

増
田
貴
之

増
田
貴
之
（
　
ペ
ー
ジ
）

（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．
１
．農
業
問
題
に
つ
い
て

農
業
問
題
に
つ
い
て

２
．
２
．Ａ
Ｉ
活
用
の
推
進
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
活
用
の
推
進
に
つ
い
て

厚
東
晃
央

厚
東
晃
央
（
　
ペ
ー
ジ
）

（
　
ペ
ー
ジ
）

１１
．．子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
に
つ
い
て

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
に
つ
い
て

２
．
２
．人
が
集
い
、
手
取
り
が
増
え
る
政
策
に
つ
い
て

人
が
集
い
、
手
取
り
が
増
え
る
政
策
に
つ
い
て

３
．
３
．市
内
産
業
の
支
援
に
つ
い
て

市
内
産
業
の
支
援
に
つ
い
て

４
．
４
．市
の
職
員
に
つ
い
て

市
の
職
員
に
つ
い
て

相
澤
忠
明

相
澤
忠
明
（
　
ペ
ー
ジ
）

（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．
１
．公
共
施
設
か
ら
率
先
す
る
ご
み
減
量
と
「
見
え
る
化
」
に
つ
い
て

公
共
施
設
か
ら
率
先
す
る
ご
み
減
量
と
「
見
え
る
化
」
に
つ
い
て

２
．
２
．防
犯
灯
の
整
備
と
管
理
に
つ
い
て

防
犯
灯
の
整
備
と
管
理
に
つ
い
て

３
．
３
．教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
給
付
事
業
に
つ
い
て

教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
給
付
事
業
に
つ
い
て

原
田

　茂

原
田

　茂
（
　
ペ
ー
ジ
）

（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．
１
．障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

２
．
２
．備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
に
つ
い
て

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
に
つ
い
て

３
．
３
．ゆ
め
ト
ピ
ア
に
つ
い
て

ゆ
め
ト
ピ
ア
に
つ
い
て

４
．
４
．市
職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

市
職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

嶌
原

　舞

嶌
原

　舞
（
　
ペ
ー
ジ
）

（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．
１
．通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

２
．
２
．Ｊ
Ｒ
駅
前
等
整
備
事
業
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
駅
前
等
整
備
事
業
に
つ
い
て

３
．
３
．市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
に
つ
い
て

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
に
つ
い
て

谷
　美
香

谷
　美
香
（
　
ペ
ー
ジ
）

（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．
１
．安
心
し
て
、
笑
顔
で
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

安
心
し
て
、
笑
顔
で
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

２
．
２
．こ
れ
か
ら
の
時
代
を
つ
く
る
公
民
館
の
可
能
性
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
つ
く
る
公
民
館
の
可
能
性
に
つ
い
て

川
勝
浩
子

川
勝
浩
子
（
　
ペ
ー
ジ
）

（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．
１
．市
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に

市
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に

２
．
２
．子
ど
も
を
健
や
か
に
産
み
育
て
る
ま
ち
に

子
ど
も
を
健
や
か
に
産
み
育
て
る
ま
ち
に

３
．
３
．市
民
へ
の
感
謝
状
制
度
に
つ
い
て

市
民
へ
の
感
謝
状
制
度
に
つ
い
て

石
原
芳
高

石
原
芳
高
（
　
ペ
ー
ジ
）

（
　
ペ
ー
ジ
）　
　
　
　

１
．
１
．公
用
パ
ソ
コ
ン
の
新
規
購
入
及
び
更
新
に
つ
い
て

公
用
パ
ソ
コ
ン
の
新
規
購
入
及
び
更
新
に
つ
い
て

２
．
２
．市
長
、
副
市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

市
長
、
副
市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

秦
井
誠
司

秦
井
誠
司
（
　
ペ
ー
ジ
）

（
　
ペ
ー
ジ
）　
　
　
　

１
．
１
．瀬
戸
内
市
の
財
政
に
つ
い
て

瀬
戸
内
市
の
財
政
に
つ
い
て

２
．
２
．水
道
行
政
に
つ
い
て

水
道
行
政
に
つ
い
て

３
．
３
．公
共
施
設
の
再
編
化
、
集
約
化
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
再
編
化
、
集
約
化
に
つ
い
て

写真：見事に咲き誇る桜（長船中学校）」
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民
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
も
、

し
っ
か
り
県
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

国
か
ら
の
物
価
高
騰
対

策
支
援
金
を
水
道
料
金

の
減
免
に
使
う
予
算
を
あ
げ

て
い
る
が
、
本
来
こ
の
お
金

は
今
現
在
困
っ
て
い
る
人
の

た
め
に
、
少
し
で
も
早
く
市

民
に
行
き
渡
る
よ
う
に
し
な

い
と
い
け
な
い
。
定
額
給
付

と
水
道
料
金
の
減
免
だ
と
、

ど
ち
ら
が
早
く
市
民
に
行
き

渡
る
の
か
。

　
ス
ピ
ー
ド
と
い
う
観
点
を

一
番
に
考
え
た
。
定
額
給
付

だ
と
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

う
。

何
年
も
前
か
ら
要
望
し

て
い
る
が
、
県
と
協
議

を
し
て
、
そ
の
後
ど
の
よ
う

な
進
展
が
あ
っ
た
の
か
が
市

民
に
は
充
分
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
。
工
事
を
実
施
す
る
の

か
し
な
い
の
か
。
ど
う
い
っ

た
方
向
で
協
議
が
進
ん
で
い

る
の
か
。

　
相
手
方
の
感
触
と
し
て
は
、

現
在
あ
る
構
造
物
、
護
岸
の

構
造
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か

等
、
そ
れ
ら
の
安
定
性
を
検

討
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

県
も
非
常
に
前
向
き
に
実
施

し
た
い
方
向
で
進
め
て
い
る
。

何
年
も
の
間
、
近
隣
住

民
か
ら
本
当
に
困
っ
て

い
る
声
を
聞
い
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
進
め
て
い
く
に
あ
た

り
、
早
急
に
こ
の
課
題
を
解

決
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
見

解
は
。

　
昨
年
、
７
月
に
備
前
県
民

局
に
行
き
、
本
件
に
つ
い
て

も
要
望
を
し
て
き
た
。
市

問

問

問

問
答

鹿忍港しゅんせつ工事の県との協議状況は

実施したい方向で進んでいる

木下　公文

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

産
業
建
設
部
参
与

市
　
　
　長

市
　
　
　長

兆しが見えてきた鹿忍港

議
案
審
議

代
表
質
問

個
人
質
問

人
事
案
件

議
会
報
告
会
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問
答

市営バス(ワゴン車)の停留所の改善を

停留所の改善が必要なところは検討する

小谷　和志

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

問
答

児童生徒が海外文化にふれる機会を

本市も重要であると認識している

葊野　真智子

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

の
か
た
な
ど
買
い
物
に
行
く

の
に
必
要
と
聞
い
て
い
る
。

土
日
運
行
の
実
施
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
通
学

や
通
勤
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
運
行
時
間
帯
を
延
長
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ワ
ゴ
ン
車
の
路
線
を
土
日

運
行
や
時
間
延
長
す
る
こ
と

は
、
利
便
性
向
上
に
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
経
費

や
運
転
手
の
問
題
が
あ
る
。

市
民
や
利
用
者
の
声
を
丁
寧

に
聞
き
な
が
ら
地
域
公
共
交

通
会
議
の
合
意
を
前
提
に

サ
ー
ビ
ス
改
善
に
努
め
る
。

て
い
る
。
ま
た
、
引
き
続
き

養
成
講
座
に
必
要
な
現
場
実

習
の
受
入
れ
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
。

海
外
留
学
や
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
等
、
児
童
生
徒
の

頃
か
ら
海
外
文
化
に
触
れ
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

　
児
童
生
徒
は
国
際
文
化
に

触
れ
る
の
に
重
要
な
時
期
で

あ
る
こ
と
を
本
市
も
認
識
し

て
い
る
。
邑
久
高
校
へ
は
、

短
期
留
学
の
支
援
を
市
の
基

金
を
活
用
し
行
っ
て
い
る
。

昨
年
、
韓
国
の
ミ
リ
ャ
ン
市

と
姉
妹
都
市
協
定
を
結
ん
だ
。

　
今
後
の
交
流
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
る
。

選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

の
位
置
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
次
回
の
選
挙
か
ら
、
デ
ジ

タ
ル
マ
ッ
プ
で
実
施
す
る
。

以
前
走
っ
て
い
た
民
間

路
線
バ
ス
の
停
留
所
に

は
屋
根
や
椅
子
が
あ
る
。
し

か
し
、
ワ
ゴ
ン
車
路
線
の
停

留
所
は
待
機
所
も
椅
子
も
な

い
。
地
域
の
利
用
者
か
ら
も

屋
根
や
椅
子
な
ど
の
整
備
を

し
て
ほ
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

市
営
バ
ス
の
停
留
所
設
備
の

改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
民
間
路
線
バ
ス
の
停
留
所

の
椅
子
や
屋
根
も
老
朽
化
し

て
い
る
。
予
算
と
の
兼
ね
合

い
を
考
慮
し
、
優
先
度
を
設

定
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。

安
全
性
の
確
保
も
確
認
し
な

が
ら
、
利
用
者
に
と
っ
て
快

適
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
必
要
だ
と
判
断
さ
れ

る
と
こ
ろ
に
は
、
市
民
の
利

便
性
を
高
め
る
観
点
で
設
置

の
検
討
を
し
た
い
。

市
営
バ
ス（
ワ
ゴ
ン
車
）

は
平
日
の
み
の
運
行
で

あ
る
。
土
日
も
一
人
住
ま
い

保
育
園
は
園
児
の
定
員

が
い
っ
ぱ
い
で
、
幼
稚

園
は
定
員
に
満
た
な
い
現
状

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

　
本
市
も
こ
の
現
状
を
認
識

し
て
い
る
。
見
直
し
を
進
め

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

新
卒
の
保
育
士
に
つ
い

て
、
人
材
を
確
保
す
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
工
夫

を
し
て
い
る
か
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
や

学
校
へ
就
職
案
内
を
送
付
し

総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

こ
ど
も
・
健
康
部
長

総
合
政
策
部
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

問

問問

問問

問

市
　
　
　長

市
　
　
　長

国府幼稚園

改善が求められるワゴン車の市営バス
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地
域
内
消
費
が
最
重
要
と

は
考
え
て
い
な
い
。
農
業
の

産
業
化
と
農
業
従
事
者
の
手

取
り
を
増
や
す
こ
と
を
考
え

て
い
く
。

Ａ
Ｉ
活
用
の
展
望
と
危

機
管
理
は
。

　
業
務
時
間
の
削
減
、
効
率

化
、
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ル
ー

ル
を
定
め
て
お
り
、
職
員
の

教
育
と
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
す

る
。

　
い
ろ
い
ろ
選
択
肢
が
あ
る
。

ま
ず
は
、
官
民
連
携
で
民
間

施
設
の
中
に
遊
び
場
を
設
置

す
る
際
の
補
助
金
で
進
め
た

い
。

夏
場
は
、
暑
さ
を
避
け

る
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
と
し
て
民
間
商
業
施
設

な
ど
も
指
定
し
て
い
る
。

　
こ
ど
も
の
居
場
所
と
し
て

可
能
で
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り

周
知
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
市
民
の
方
に
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
周
知
し
た
い
。

地
域
計
画
の
現
状
の
課

題
と
具
体
的
な
将
来
像

は
。

　
計
画
に
記
載
さ
れ
た
10
年

後
の
目
標
地
図
は
将
来
像
を

完
全
に
は
反
映
し
き
れ
て
い

な
い
。
目
標
実
現
に
向
け
て

随
時
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
改

善
を
進
め
て
い
く
。

新
規
就
農
者
の
確
保
と

支
援
に
つ
い
て
支
援
策

と
数
値
目
標
は
あ
る
か
。

　
振
興
公
社
と
連
携
し
て
都

市
圏
の
就
農
フ
ェ
ア
参
加
や
、

県
、
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
と
も

連
携
し
就
農
相
談
等
実
施
し

て
い
る
。
国
の
交
付
金
を
活

用
し
、
年
間
５
人
の
新
規
就

農
者
の
確
保
目
標
を
持
っ
て

い
る
。市

の
食
料
自
給
率
向
上

と
地
産
地
消
を
推
進
し

て
は
ど
う
か
。

市
内
に
は
、
学
校
行
事

等
で
休
校
日
に
な
る
月

曜
日
や
長
期
休
業
中
な
ど
に

こ
ど
も
の
過
ご
す
場
所
が
少

な
い
。
ま
た
、
図
書
館
の
自

習
室
も
利
用
者
が
多
く
希
望

通
り
に
使
う
こ
と
が
で
き
な

い
。

　
図
書
館
や
公
民
館
の
休
館

日
を
変
更
し
て
ほ
し
い
と
い

う
声
も
聞
く
。
子
ど
も
た
ち

の
過
ご
す
居
場
所
の
対
策
が

で
き
な
い
か
。

　
図
書
館
や
公
民
館
は
土
日

曜
日
に
来
館
者
が
多
く
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
し
て

い
る
。

　
岡
山
県
立
図
書
館
と
も
連

携
し
て
い
る
の
で
、
月
曜
日

休
館
は
継
続
し
て
い
く
。

児
童
館
の
整
備
や
集
落

支
援
員
に
よ
る
協
力
、

地
域
の
協
力
、
こ
ど
も
未
来

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
こ
ど

も
ひ
ろ
ば
、
子
ど
も
食
堂
な

ど
と
連
携
し
て
居
場
所
づ
く

り
を
考
え
て
は
。

問

問

問

問

問問

問

問
答

農業における地域計画の課題と将来像は

今後ブラッシュアップが不可欠である

増田　貴之

問
答

子どもたちの長期休業中などの居場所を

民間施設の中に遊び場整備を進めたい

厚東　晃央

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

産
業
建
設
部
長

産
業
建
設
部
長

市
　
　
　長

市
　
　
　長

こ
ど
も
・
健
康
部
長

総
務
部
長

教
育
次
長

水田の中の耕作放棄地

議
案
審
議

代
表
質
問

個
人
質
問

人
事
案
件

議
会
報
告
会

15議会だより せとうち Vol.86　2026.5.1

の
課
題
と
し
て
研
究
し
て
い

く
。

ゆ
め
ト
ピ
ア
の
駐
車
場

の
整
備
方
針
は
。

　
既
存
の
駐
車
場
エ
リ
ア
は
、

経
年
劣
化
に
よ
る
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
の
傷
み
や
砕
石
敷

き
の
駐
車
場
が
残
っ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
引
き
続
き
研

究
し
て
い
く
。

　

ゆ
め
ト
ピ
ア
の
駐
車
場

は
も
う
少
し
安
全
対
策

に
気
を
配
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
危
険
な
箇
所
は
、
工
事
事

業
者
と
調
整
し
な
が
ら
、
改

修
を
し
て
い
く
予
定
。

瀬
戸
内
市
の
障
害
者
の

就
労
支
援
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
関
係
機
関
や
地
域
自
立
支

援
協
議
会
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
就
労
し
た
後
の
相

談
支
援
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
を
整
え
る
。

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

で
個
々
人
の
職
方
に
展

示
販
売
で
き
る
場
所
を
提
供

で
き
な
い
か

　　
当
市
の
観
光
振
興
の
観
点

か
ら
、
在
庫
確
保
な
ど
、
職

方
の
皆
様
と
も
協
議
し
な
が

ら
展
示
販
売
で
き
る
機
会
の

創
出
に
努
め
る
。

ゆ
め
ト
ピ
ア
の
和
式
ト

イ
レ
を
洋
式
ト
イ
レ
に

改
修
で
き
な
い
か
。

　
ト
イ
レ
環
境
の
整
備
は
重

要
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い

る
。
今
後
の
施
設
維
持
管
理

ご
み
減
量
を
市
民
に
呼

び
か
け
る
だ
け
で
な
く
、

市
役
所
や
公
共
施
設
が
率
先

し
て
取
組
み
、
成
果
を
見
え

る
形
で
示
す
こ
と
が
市
民
の

理
解
と
協
力
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

　
公
共
施
設
で
は
紙
ご
み
の

資
源
化
を
進
め
て
お
り
、
令

和
６
年
度
は
約
67
ト
ン
を
資

源
化
。
今
後
は
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
の
中
で
、
ご

み
減
量
の
取
組
を
検
討
し
て

い
く
。防

犯
灯
は
市
管
理
と
自

治
会
管
理
が
あ
り
、
市

民
に
は
分
か
り
に
く
い
面
が

あ
る
。
故
障
時
の
通
報
体
制

や
整
備
の
考
え
方
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
市
管
理
の
防
犯
灯
は
番
号

で
管
理
し
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
で
通
報
を
受
け
付
け
て
い

る
。
修
理
は
お
お
む
ね
１
週

間
で
対
応
し
て
い
る
。
自
治

会
設
置
の
防
犯
灯
に
は
補
助

環
境
部
長

福
祉
部
長

教
育
次
長

教
育
次
長

問
答

公共施設ごみ削減の見える化を

資源化を進め計画的に減量を推進する

相澤　忠明

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

問
答

瀬戸内市の障がい者の就労支援策は

相談支援などのフォロー体制を整えます

原田　茂

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

制
度
が
あ
り
、
地
域
の
要
望

に
応
じ
整
備
を
進
め
て
い
る
。

令
和
９
年
度
か
ら
予
定

さ
れ
て
い
る
教
育
バ
ウ

チ
ャ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
月

額
三
千
円
の
設
定
や
対
象
、

今
後
の
制
度
拡
充
の
考
え
方

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
学
習
塾
だ
け
で
な
く
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
多

様
な
学
び
を
支
援
す
る
制
度

と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
ま

ず
は
中
学
生
を
対
象
に
開
始

し
、
効
果
を
検
証
し
な
が
ら

今
後
の
展
開
を
検
討
す
る
。

産
業
建
設
部
長

問

問問問

問問

問

問

総
務
部
参
与

市
　
　
　長

防犯灯番号

改善が求められる
ゆめトピア長船駐車場入り口

総
務
部
参
与
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煙
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

　
市
の
印
象
を
左
右
す
る
極

め
て
重
要
な
場
所
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
状
を
適
切
に
把

握
し
た
上
で
、
必
要
な
対
応

策
を
検
討
す
る
。

Ｊ
Ｒ
の
延
伸
増
便
に
伴

い
、
利
用
客
の
増
大
の

た
め
の
施
策
と
し
て
、
パ
ー

ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
や

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
検
討

し
て
は
。

　
他
市
の
事
例
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
公
共
交
通
を
軸
と

し
た
地
域
活
性
化
に
向
け
た

取
組
を
進
め
る
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ

ウ
ン
ト
は
メ
ニ
ュ
ー
も

充
実
し
て
い
る
。
今
後
も
登

録
者
数
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

　　
メ
リ
ッ
ト
を
わ
か
り
や
す

く
伝
え
、
増
加
を
目
指
す
。

市
内
の
通
学
路
に
は

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
歩
道
、

用
水
路
の
転
落
防
止
柵
な
ど

が
少
な
く
、
危
険
箇
所
が
多

い
。
安
全
対
策
に
係
る
予
算

を
増
額
し
、
安
心
し
て
通
学

で
き
る
よ
う
強
化
す
べ
き
で

は
。
ま
た
、
国
が
推
進
し
て

い
る
通
学
路
の
路
面
標
示
は

運
転
者
に
も
非
常
に
有
効
で

あ
る
た
め
、
市
内
で
も
増
や

し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
で
き
る
だ
け
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
邑
久
駅
前
周
辺
で

は
、
年
間
１
６
０
０
本

以
上
の
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が

落
ち
て
い
る
と
聞
く
。
禁
煙

条
例
の
制
定
、
も
し
く
は
喫

公
民
館
の
活
用
の
幅
を

広
げ
る
検
討
は
で
き
な

い
か
。

　
原
則
、
営
利
・
収
益
を
伴

う
活
動
は
認
め
て
い
な
い
。

文
科
省
は
全
面
禁
止
で
な
い

と
示
し
て
い
る
。
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
販
売
、
面
接
会
場
、
通

う
こ
と
が
難
し
い
地
域
に
お

い
て
は
、
ダ
ン
ス
教
室
、
塾

の
開
催
を
認
め
る
事
例
が
あ

る
。
本
市
も
柔
軟
な
活
動
が

で
き
る
よ
う
研
究
を
す
す
め

て
い
く
。

特
別
な
配
慮
が
必
要
な

家
庭
へ
の
支
援
は
十
分

か
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
発
達
特

性
が
あ
る
子
ど
も
が
い
る
家

庭
に
も
対
応
し
て
い
る
。
こ

の
事
業
は
相
互
援
助
活
動
と

い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、
双

方
の
都
合
に
よ
り
依
頼
が
成

立
す
る
も
の
で
、
一
概
に
評

価
は
難
し
い
。

訪
問
型
、
同
行
型
の
子

育
て
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

を
拡
充
て
は
ど
う
か
。

　
同
行
は
定
め
ら
れ
て
い
る

事
業
内
容
に
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。

　
訪
問
支
援
は
、
マ
ッ
チ
ン

グ
が
成
立
す
れ
ば
訪
問
で
提

供
す
る
こ
と
も
可
能
。
但
し
、

提
供
会
員
の
人
数
や
受
入
れ

次
第
で
あ
る
。
ま
ず
は
提
供

者
側
が
増
え
る
よ
う
に
認
知

拡
大
や
市
内
で
研
修
で
き
る

体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
。

問

問

問問

問

問

問

問
答

通学路の安全対策を強化すべきでは

国の財源確保と市単独費で対応していく

嶌原　舞

問
答

ファミリーサポート事業の課題は

マッチングができない場合がある

谷　美香

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

総
合
政
策
部
長

市
　
　
　長

市
　
　
　長

市
　
　
　長

市
　
　
　長

こ
ど
も
・
健
康
部
長

安心して通学できるよう
目立つ路面標示

教
育
次
長

議
案
審
議

代
表
質
問

個
人
質
問

人
事
案
件

議
会
報
告
会
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行
政
運
営
の
効
率
化
と
、

効
果
的
な
政
策
を
実
現
す
る

た
め
に
役
割
を
分
担
し
て
い

る
。

　
私
自
身
は
市
民
の
声
に
直

接
耳
を
傾
け
、
市
の
未
来
を

見
据
え
た
方
向
性
を
検
討
、

策
定
す
る
こ
と
を
主
な
役
割

と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
対
外
的
な
営
業
活

動
に
注
力
し
、
市
の
発
展
を

推
進
す
る
役
割
も
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
副
市
長
に
は
、
行
政
全
体

の
運
営
基
盤
を
支
え
る
役
割

を
果
た
し
つ
つ
、
多
様
な
施

策
が
実
効
的
に
推
進
さ
れ
る

よ
う
、
庁
内
各
部
署
間
の
連

携
強
化
や
、
課
題
解
決
に
向

け
た
調
整
を
期
待
し
て
い
る
。

市
　
　
　長

就
任
か
ら
2
か
月
で
は

あ
る
が
、
副
市
長
の
責

務
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
重
要
案
件
の
整
理
や
部
局

間
の
調
整
、
政
策
の
実
行
管

理
を
担
う
行
政
の
実
務
責
務

者
と
し
て
、
市
長
を
補
佐
す

る
役
割
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
瀬
戸
内
市
が
抱
え
る
課
題

解
決
の
た
め
に
、
財
政
の
健

全
化
を
維
持
し
、
厳
格
に
行

政
運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と

も
、
重
要
な
責
務
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
現
段
階
で
は
、
全
体
像
の

把
握
、
職
員
と
の
信
頼
関
係

の
構
築
、
市
長
の
都
市
経
営

の
考
え
方
の
庁
内
浸
透
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

市
や
地
域
に
貢
献
し
て

い
る
個
人
や
団
体
に
、

感
謝
を
伝
え
る
制
度
を
作
っ

て
は
。

　　
市
が
功
績
に
対
し
て
感
謝

の
意
を
表
す
る
こ
と
は
、
受

賞
者
に
と
っ
て
大
き
な
励
み

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
市
民

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意

義
や
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識

し
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
る
。

他
市
の
事
例
を
調
査
研
究
し

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討

す
る
。災

害
発
生
時
の
災
害
本

部
の
体
制
、
ま
た
本
部

長
で
あ
る
市
長
が
不
在
の
時

の
体
制
は
明
確
か
。

　
市
地
域
防
災
計
画
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
長
を
本
部
長
、
副
市
長

と
教
育
長
を
副
本
部
長
と
し
、

11
班
体
制
で
災
害
対
応
を
行

う
。
市
長
の
職
務
代
理
者
は

第
一
順
位
を
副
市
長
、
第
二

順
位
を
教
育
長
、
第
三
順
位

総
合
政
策
部
長

副
　市
　長

問
答

地域貢献の方々に感謝を伝える制度を

他事例を研究し制度の導入を検討する

川勝　浩子

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

問
答

副市長の責務をどのように考えるのか

市長を補助し、円滑な行政運営に努める

石原　芳高

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

を
総
務
部
参
与
と
定
め
て
い

る
。

令
和
８
年
度
に
作
成
予

定
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
各
種
災
害
想
定
に
加
え
、

家
庭
の
防
災
行
動
、
自
主
防

災
組
織
の
活
動
、
避
難
生
活

の
関
す
る
情
報
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
な
ど
盛
り
込
む

予
定
。無

痛
分
娩
費
用
の
助
成

を
。

　
市
で
は
、
新
た
に
出
産
子

育
て
給
付
金
事
業
を
開
始
す

る
。
ま
ず
は
、
こ
の
給
付
金

を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

問

問

問

問問

総
務
部
参
与

総
務
部
参
与

こ
ど
も
・
健
康
部
長 現在のハザードマップが

改訂されます



議
案
審
議

代
表
質
問

個
人
質
問

人
事
案
件

議
会
報
告
会

個 人 質 問原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります

略
歴

Ｈ
２
・
３
　
岡
山
商
科
大
学
商
学
部

　
　
　
　
　
商
学
科
卒
業

Ｈ
２
・
４
　
長
船
町
役
場
入
庁

Ｈ
16
・
11
　
瀬
戸
内
市
産
業
建
設
部

　
　
　
　
　
農
林
水
産
課
主
幹

Ｒ
５
・
４
　
環
境
部
長

　
副
市
長
の
選
任
同
意
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
し
た
。

副
市
長
に
難
波
彰
生
氏

所 

信 

表 

明

　
令
和
８
年
度
予
算
に
計
上
し
て

い
る
各
種
子
育
て
支
援
、
移
住
・

定
住
促
進
、
観
光
振
興
、
企
業
誘

致
、
Ｊ
Ｒ
と
連
携
し
た
公
共
交
通

網
の
構
築
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化

と
い
っ
た
新
た
な
取
り
組
み
や
、

拡
充
さ
れ
る
既
存
事
業
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
経
常
業
務
に
つ
い

て
は
、
よ
り
効
率
的
な
運
用
に
さ

ま
ざ
ま
な
部
署
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

18

（60歳）
難波  彰

あき

生
お

 氏

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

　
太
田 

顕
子
（
お
お
た 

あ
き
こ
） 

氏

　
根
岸 

砂
美
子
（
ね
ぎ
し 

さ
み
こ
） 

氏

　
の
２
名
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意

　（
任
期
は
令
和
８
年
７
月
１
日
～
令
和
11
年
６
月
30
日
）

人事
案件

人
口
減
少
で
給
水
収
益

が
減
っ
て
い
る
中
、
水

道
施
設
や
管
路
の
維
持
に
対

す
る
目
指
す
方
向
性
と
今
後

の
考
え
は
。

　
事
業
経
営
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
く
と
考
え
て
お
り
、

将
来
の
人
口
規
模
や
水
需
要

に
見
合
う
施
設
規
模
の
最
適

化
を
図
り
、
縮
小
化
や
施
設

の
統
廃
合
を
計
画
的
に
進
め

る
。

人
口
減
少
を
踏
ま
え
た

財
政
状
況
と
目
指
す
方

向
性
は
。

　
実
質
赤
字
比
率
な
ど
は
黒

字
を
維
持
し
て
い
る
が
、
今

後
は
歳
出
増
加
に
よ
り
厳
し

い
財
政
が
予
測
さ
れ
る
。
経

費
削
減
や
事
業
見
直
し
、
財

源
確
保
、
ふ
る
さ
と
納
税
強

化
な
ど
に
よ
り
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
目
指
す
。

　
人
口
減
少
を
前
提
に
コ
ス

ト
削
減
を
続
け

つ
つ
、
瀬
戸
内

市
の
可
能
性
を

踏
ま
え
未
来
へ

の
投
資
を
重
視

す
る
方
針
。
こ

れ
ま
で
の
健
全

な
財
政
基
盤
と

信
頼
を
生
か

し
、
子
育
て
支

援
な
ど
将
来
を

見
据
え
た
施
策

に
取
り
組
む
。

問

問

問
答

本市の財政状況と目指す方向性は

コスト削減を続けつつ未来の投資を重視

秦井　誠司

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

市
　
　
　長

総
務
部
長

上
下
水
道
部
長

本市の上水道施設配置図

議
案
審
議

代
表
質
問

個
人
質
問

人
事
案
件

議
会
報
告
会

議 会 報 告 会
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２年ぶりの議会報告会２年ぶりの議会報告会
〜2回目の議場開催〜　参加25人

　議会報告会は、議会活動に関する情報を市民に説明するとともに、議会としての意思決定の
内容を伝え、市民からいただく意見を議会活動に反映させることを目的としています。
　意見交換の中でいただいたご意見・ご提言については、各委員会で対応を協議し今後も継続
的に委員会でも研究していきます。また、市政に対するご意見やご提言は、市長に送付しました。

全体の感想・要望
◦初めて参加しましたが、有意義でした。
◦高齢になって難聴になる人が多いので、そんな人でも参加できる対応をして欲しい。
　（ループアンテナの端子があったので、よく聞こえた）
◦まだまだ参加者が少ないので、より多くの人が参加できるように考えて欲しい。
◦テーマ限定の質問討論ではなく、全般的な課題について質問できる場が欲しい。

総務文教常任委員会

移住・定住施策について
◦移住施策が不十分だと思う。特区
を設けて、市が空き家を買い上げ
て、改築、準備をすれば良いので
はないか。

◦高齢者にとって衣食など日常の交
通が大切であり、スーパーの入り
口まで公共交通が乗り入れている
ところと、そうでないところがあ
る。利便性において不公平ではな
いか。

公共交通について
◦前島フェリーの現状維持が困難と
なり、減便することになった。市
の支援を要望したい。救急車が21
時以降は島に渡れない。緊急時に
非常に不安なので、対策をお願い
したい。

◦高齢者の事故が多い。将来を見越
して、今より便利で理想的な公共
交通施策を要望したい。

◦市営バスは平日しか運行していな
いので、土日も運行して欲しい。

産業建設水道常任委員会

地域ビジネス支援センターについて
◦質疑なし。

観光行政について
◦駅前での喫煙を禁止する施策を行
えないか。観光等、市の玄関口と
してどこでも喫煙できる状況は望
ましくない。条例で禁止している
場合は、看板等の喫煙防止策を講
じてほしい。

◦瀬戸内市の３駅全てにおいて措置
をお願いしたい。

◦観光ガイド員の拡充（育成）を、
観光協会を通して検討してほしい。

◦市内に点在する観光名所をシャト
ルバス等で線で結んで行けるよう
要望する。

◦市営バスを土日の運行も含め、土
日の観光の足として使ってはどう
か。

環境福祉常任委員会

こども家庭施策の新事業について　
◦政策をもっとＰＲすべきだ。
　
ゴミ30％減量・分別の徹底について
◦ゴミ30％減の目標は高すぎるが、
下げたらどうか。

◦他の自治体でプラスチック回収か
らプランターとして再利用してい
るところがある。瀬戸内市でもやっ
てはどうか。
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この市議会だよりは再生紙を使用しています

地域のかがやき

議会から意見書を提出
～後期高齢者医療保険料～

だるまさんがこ～ろんだ
（福田保育園）

　
春
の
や
わ
ら
か
な
陽
ざ
し
の
中
、

新
年
度
が
ス
タ
�
ト
し
、
市
役
所
の

体
制
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
本
市

で
は
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
や
地

域
活
動
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支

え
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
議
会
は
行
政
と
と
も
に
市
政
を
支

え
る
両
輪
の
一
つ
と
し
て
、
課
題
に

向
き
合
い
、
提
案
と
チ
�
�
ク
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
議
論
を
具
体
的
な
施
策

に
つ
な
げ
、
市
民
の
声
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ

り
の
発
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

︵
相
澤

　
忠
明
︶

春から１年生　みんなで気球に乗ったよ
（行幸幼稚園）

次回定例会の予定

 6月 4日（木） 本会議 9：30～ 
  11日（木） 本会議 9：30～ 一般質問  
  12日（金） 本会議 9：30～ 一般質問 
  15日（月） 本会議 9：30～ 一般質問 
  16日（火） 本会議 9：30～ 
  26日（金） 本会議 9：30～ 

6月25日（木）  9:30～
※本会議場で行う予算委員会も中継しております。
　（生中継のみ）

（インターネット中継のある日）
都合により、日程が変更となる場合もあります。

会議の様子を、生中継および
録画放映でご覧になれます。

地域の写真を市民のみなさんからも募集します
（下記メールアドレスにお送り下さい）

　岡山県後期高齢者医療広域連合会議会にお
いて、令和 8年度の保険料が１万８千円の大
幅な増額案が提案された。これを受けて、岡
山県に議会から意見書を提出した。

　
邑
久
町
尻
海
で
は
江
戸
時
代
中
頃
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
と
伝
わ
る
だ
ん
じ
り
祭
り

が
隔
年
で
催
さ
れ
ま
す
。

　
行
事
は
朝
か
ら
始
ま
り
松
尾
明
神
・
神

田
明
神
に
参
拝
し
、
御
幣
を
い
た
だ
き
、

各
だ
ん
じ
り
の
正
面
の
屋
根
に
飾
ら
れ
ま

す
。
昼
頃
か
ら
地
区
内
で
は
東
町
・
市
場

町
・
西
町
か
ら
３
基
の
だ
ん
じ
り
が
尻
海

地
区
内
を
し
ゃ
ぎ
り
や
伊
勢
音
頭
で
賑
や

か
に
囃
し
て
廻
り
ま
す
。

　
３
基
の
だ
ん
じ
り
は
、
江
戸
時
代
末
か

ら
明
治
時
代
頃
の
も
の
で
、
い
ず
れ
も
市

の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
場
町
だ
ん
じ
り
は
箱
式
で
竜
や
獅

子
の
彫
刻
、
西
町
だ
ん
じ
り
は
舟
形
土
台

で
見
事
な
飛
雲
の
彫
刻
、
東
町
だ
ん
じ
り

は
船
形
土
台
に
巨
大
な
竜
頭
を
立
て
る
な

ど
、
い
ず
れ
も
意
匠
を
こ
ら
し
た
だ
ん
じ

り
で
す
。

　
だ
ん
じ
り
祭
り
は
、
今
年
５
月
４
日
に

開
催
予
定
で
す
。

「
尻
海
の
だ
ん
じ
り
」

文化財

【意見書の内容】
１．急激な保険料の大幅負担増を抑制するために、
財政安定化基金を活用していただきたい。

２．保険料の上昇にならないよう、直ちに定率国
庫負担割合及び、財政安定化基金の国の拠出割
合を増加し、国の財政支援を拡充することを求
めていただきたい。


